
 

車に依存できない高齢者などの外出手段とし

て、また車中心の社会における環境負荷低減対

まちづくり部会 

 
 
 6 月 17 日（土）のイベント『ブラックイルミネーション』に向けて、運営委員会委員、事務

局関係者及びまちづくり部会有志を中心としたネットワーク会議全体でプロジェクトチームを

立ち上げ検討に入っています。 

イベントの内容は、エネルギー消費を減らし二酸化炭素の削減を啓発するため、ネットワーク

会議が行う家庭や事業所の照明を落とす『ライトダウン』と、枚方市が行う京街道と意賀美神社

参道を竹ロウソクで照らす『ひらかた灯路（あかりみち）』です。 

興味のある方、何かやりたい方は奮ってご参加ください。 

ブラックイルミネーションに向けて始動 

環境教育サポート部会 

 
 
現在、枚方市では環境教育推進指針の策定作業をしており、環境教育サポート部会からメンバ

ーが出て、その作業に参加しています。 
その中で、地域で環境について学ぶしくみを整えることの重要性が議論されました。 
地域で環境を学ぶしくみを作る動きが生まれつつあるコミュニティがあり、環境教育サポート

部会ではこのような動きに連携する計画です。 
マップ作りなどの活動はこのようなしくみの上で地域環境を学ぶためのツールとして有効だ

と考えています。このような活動が枚方で広がるように、ご関心がおありの方のご参加をお待ち

しています。 

地域で環境を学ぶしくみを整える 

運営委員会 

 
 
「ひらかた環境ネットワーク会議」の特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）化に伴い、「運営委

員会」は、従来の役割である市民・事業者・行政３者の連絡調整の場に加え、理事会の下で「業

務執行」機関として主に下記役割を担う事になります。 

①理事会議決事項の事前準備及び理事会への意見具申、②理事会で議決された事業の具体的推進

計画立案及び実施、③部会活動の支援及びプロジェクトチーム新設による新規事業企画・立案・

推進、④その他「ひらかた環境ネットワーク会議」の事業遂行に関する重要事項についての審議

及び理事会への意見具申 

運営委員会としては、ＮＰＯ法人「ひらかた環境ネットワーク会議」運営の透明性と情報の共

有化に尽力する所存ですが、会員皆様方の絶大なご支援・ご協力をお願い致します。 
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3 者の連絡調整に加え、業務執行機関としての役割担う 



 
 

 

 

 

４月から事務局のメンバーが新しくなりました 
 3 月 31 日に大阪府からのＮＰＯ法人設立の認証を受け、4月 3日に登記の手続きを行いました。

これで「ひらかた環境ネットワーク会議」は、今年度からＮＰＯ法人として新たなスタートを切

ることになりました。 

また、これまで枚方市（行政）が担ってきた事務局は、ＮＰＯ法人化に伴い市民が担うことに

なり、4 月 3 日から事務局長 1 人、職員 2 人（うち 1 人は事務局長代理）の合計 3 人の新しい体

制による事務局がスタートしました。平均年齢 35 歳という若さを生かして、会員の皆さんが気持

ちよく、スムーズに活動できるよう頑張りますので、よろしくお願いします。 
皆さん

事務局

小

自己紹

 この

いただ

より「

らかた

り組ん

事務局

境づく

 皆さ

い。心

* * * 

住 所

血液型

星 座

趣 味
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住 所：

血液型：

星 座：

趣 味：

事 務

事務局長

事務局

長代理 

篠 和之（おざさ かずゆき） 

介 

度、法人化に伴い職員として採用して

きました小篠です。任意団体設立当初

環境教育サポート部会」で活動し、ひ

の環境保全活動に私なりのやり方で取

できました。その活動は続けつつも、

として会員の皆さまが活動しやすい環

りに、精一杯頑張りたいと思います。

ん気軽に事務所へお出でになって下さ

よりお待ちしております。 

* * * * * * * * * * * * * * * * * *

：枚方市 

：Ｂ型 

：みずがめ座 

：芸術鑑賞 
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新しい事務局のメンバー 

局 長：鍛治谷 知宏（理事） 

代理：小篠 和之（職員） 
員 

 いづみ（こめたに いづみ） 

 

まして。これからどうぞよろしくお

す。環境保全活動はとても幅広く

があると思いますが、それに関わる

通の想いを忘れることなく、一人ひ

との出会いを大切に頑張ってまいり

います。何より深い想いを持つ方々

活動させていただけることを心から

います。枚方が、安らぎのある居心

素敵なまちになりますように。 

 * * * * * * * * * * * * * * * * *

枚方市 

Ｏ型 

おとめ座 

四季を楽しむこと 

職員：米谷 いづみ（職員） 



「環境のへぇ～」Ｖｏｌ．8 

『 ダイヤモンドの環境負荷 』 

 

ダイヤモンドは、炭素原子が地球内部の高温

高圧条件下で生成されます。宝石の中で唯一単

一の元素で構成され、天然鉱物の中では最も硬

く、その輝きは世界中の女性を魅了しています

が…。 

１kg の素材を得るために、掘削・精錬・加工

の過程で動かす自然界の資源量（エコリュック

サック）は、ダイヤモンドは突出しています。

・銅 420kg 

・銀 7,500kg 

・金 540,000kg 

・ダイヤモンド 53,000,000kg 

これは、環境に大きな負荷を与えていること

を意味しています。そこで、注目されているの

が合成ダイヤモンド。価格は天然ダイヤの 1/5。

原子的には天然と同じであり、専門家でも見分

けることが困難となっています。 

また、イエロー・ピンク・ブルーなどのカラ

ー化も容易です。今後、選択肢として考えてい

っても良いのではないでしょうか？ 

＜参考資料＞日経エコロジー 2006.03 
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ＮＰＯ法人設立記念行事(仮称)を開催します

4 月より「ひらかた環境ネットワーク会議」は、

「特定非営利活動法人 ひらかた環境ネットワ

ーク会議」として新たなスタートを切りました。

これを記念して、会員の皆さまへのご報告を兼ね

た記念行事を開催します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

日時：6 月 4 日（日）午後 1時～4時 

場所：枚方市民会館 1階会議室 

※詳細は決定次第、追ってご連絡します。 

ルで、事務局まで申し込みください。 
日時：5 月 14 日（日）午前 10 時～午後 2時 

場所：枚方市淀川河川敷公園 ※雨天中止 

（京阪電車「枚方公園」駅から徒歩 10 分）

主催：松下電器産業労働組合 

北河内連合市民懇話会 

 出展者以外のご来場者につきましては、駐車

場に限りがありますので、ご来場は公共機関、

徒歩にてお越しくださいますよう、よろしくお
願い致します。 

会員数（平成 18 年 3 月 31 日現在）：正会員 201 名（個
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 「国際・水辺のマーケット」とは、ペットボト

ルを身近なリサイクルのシンボルとして、河川敷

を上流・下流・海･･･世界へとつながる広域連携

の交流点とみなしたリサイクルイベントです。

マーケットには単なる物品の販売だけではなく、

人々が集い交流する意味が込められています。

 世界をつなぎ、そして私たちの命をつなぐ川の

辺で、環境保全について一緒に考えてみません
ネットワーク会議の会員を募集しています

「ひらかた環境ネットワーク会議」に参加し、

活動を支える会員を、市民（個人、団体、サーク

ル、ＮＰＯ）、事業者から広く募集しています。

入会を希望される方は、電話・ＦＡＸ、Ｅメー
か。皆様お誘い合わせの上、ご来場ください。

人 166、団体 35）、賛助会員 43 名（個人 36、団体 7） 



 
 
 http://www.geocities.jp/sktt_box
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政運営

インテ

ますま

3者協働

割もさ

りそう
「ウチ」と「ソト」と「ココロ」がつながる活動を 

まちに｢ソト｣のきっかけを散りばめたい

らソトへ、またココロへつながる、と思います。
自然を｢ウチ｣に感じることで環境を考える

ひとの一生涯の生活の中で、おそらくもっと

も長く居るだろう場所は「家」です。 
しかし、家は「ウチ」であり、心の癒しとな

りうる自然は「ソト」であり、生活環境と自然

環境を分け隔ててしまっていることが現状で

す。 
家に「癒し」を求めるならば、家に「ソト」

を入れ、自然を「ウチ」に感じられる方法を試

みることで、より自然に親しみ、より身のまわ

りの環境を考える機会や心が増えると考えてい
 

記 

トワーク会議は、活動の幅をさらに広げる

これまでの任意団体からＮＰＯ法人とな

な一歩を踏み出しました。組織形態は変

したが「3者が協働して枚方を環境先進都

る」というミッションは、変わることなく

と受け継がれます。枚方市でも今年度の市

方針で「市民との協働のまちづくり」がメ

ーマに掲げられており、環境分野でも今後

す協働への動きが進むものと思われます。

の拠点組織であるネットワーク会議の役

らに増し、多彩な事業展開の可能性が広が

です。これからが楽しみです。（鍛治谷記）
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日頃、それらを念頭において、個々の生活ス

タイルを反映した家の設計をしています。漆喰

や珪藻土の内壁、無垢の床板、中庭に面したＬ

ＤＫ、最近はお施主さんからも希望されます。

そうした「家」の考えをまちへと拡げれば、

「枚方」は変わるはずです。ココロは、ウチか
成 18 年 4 月 2

行：（特活）ひ

573-0042 大阪

 話 072-847

ＡＸ 072-847

メール jimuky

ームページ ht

行責任者：谷﨑

集責任者：鍛治

の会報誌は古紙再生

らかた環境ネットワ
設立：2001 年 

加藤純×竹内美穂 
建築設計の仕事を

している私たち「作

人（さくっと）」は、

自然素材を活かした

デザインや、「ソト」
と近しい空間構成の家づくりを実践する延長線

上に、『枚方のまちに、「ソト」のきっかけを散

りばめたい』という想いがあり、当ネットワー

クに共感し参加しています。 
0 日発行（年 4回発行） 

らかた環境ネットワーク会議 

府枚方市村野西町 5番 1 号 

サプリ村野内（旧村野小学校）

-2286 

-2286 

oku@hirakata-kankyou.net 

tp://www.hirakata-kankyou.net 

 利男 

谷 知宏 

紙を使用しています。 
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